
巻　頭　言

１

今年度も｢ 年報｣ をお届けできることを喜んでおります。本誌に掲

載された論文は昨年仙台で開催された本学会総会並びに研究発表会に

おいて、発表されたものであり･ます。

そのいずれもまことに典味ある鍬題について、しかも科学的なアプ

ローチで、論考を進めている論文であります。

研究論文の価値は、課題(テーマ)の立て方とその把え方、仮説(推

甜)の大阻さ、そして論述における値合性(論理性)によって評価され

るものと考えます。

これらの観点から、わが学会の年報に掲載されてきた論文は高い評

価に値するものと自今しております。

しかしこのような評価を維持するためには。会員各位の努力は言う

までもありませんが、最も重要なことは、各会員が他の会員の論文に

対すＳ合理的批判をためらわないことであると考えます。つまり会員

がお互いに他の論文の 師1点というよりはむしろ) 欠点を。わだかま

りなく指摘し。それをめぐって議論をすることであります。この点に

ついて、毎年の年会における討議風景は望ましい方向に向かっている

と黒います。

わが学会には若い世代の会員が大勢おられます。これらの方々が今

後お互いに刺激し合って、すぐれた研究業績を挙げられますことに大

きな期特を寄せて、巻値のことばといたします。
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